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日
本
建
設
業
連
合
会
は
、
本
年
、
創
立
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
会
員
各
位
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
省
、
関
係
団
体
な
ど
、
当
会
に

か
か
わ
る
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

二
〇
一
一
年
四
月
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
等
を
背
景
に
建
設
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
急
速
な
転
換
を
遂
げ
る
中
、
業
界
団
体
と
し
て
い
っ
そ
う
付
加
価
値
の

高
い
諸
活
動
を
推
進
し
、
国
民
の
信
頼
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
日
本

建
設
業
団
体
連
合
会
、
日
本
土
木
工
業
協
会
、
建
築
業
協
会
の
三
団
体
が
合
併
し
、

現
在
の
当
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
に
、
当
会
は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
定
着
や

働
き
方
改
革
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
東
日
本
大
震
災
等
の
大
規
模

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援
、
女
性
活
躍
推
進
、
生
産
性
向
上
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広
報
・
啓
発
、
行
政
へ
の
要
望
・
提
言
、
各
種

ビ
ジ
ョ
ン
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
の
多
様
な
事
業
活
動
を
通
じ
、
建
設

業
界
を
代
表
す
る
総
合
建
設
業
団
体
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
辿
っ
て
記
録
に
と
ど
め
、
今
後
の

建
設
業
発
展
の
礎
に
な
る
よ
う
「
創
立
一
〇
周
年
記
念
誌
」
を
編
纂
、
発
行
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

当
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
建
設
業
が
国
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
基
幹
産
業
と
し
て

の
責
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
『
確
か
な
も
の
を 

地
球
と
未
来
に
』
の
運
営

理
念
に
基
づ
き
、
会
員
企
業
・
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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10周年を迎えて

第1章



日
建
連
と
は

法人会員
アイサワ工業株式会社
 青木あすなろ建設株式会社

あおみ建設株式会社
株式会社淺川組
株式会社淺沼組
株式会社新井組
荒井建設株式会社
株式会社安藤・間
池田建設株式会社
勇建設株式会社
石黒建設株式会社
伊藤組土建株式会社
岩倉建設株式会社
岩田地崎建設株式会社
株式会社植木組
梅林建設株式会社
株式会社ＮＢ建設
大木建設株式会社
株式会社大林組
大林道路株式会社
株式会社大本組
株式会社岡谷組
株式会社奥村組
奥村組土木興業株式会社
 オリエンタル白石株式会社

株式会社ガイアート
株式会社加賀田組
株式会社鍜治田工務店
鹿島建設株式会社
鹿島道路株式会社
株木建設株式会社
川田工業株式会社
北野建設株式会社
九鉄工業株式会社
共立建設株式会社
株式会社クボタ建設
株式会社熊谷組
京王建設株式会社
京急建設株式会社
広成建設株式会社

会員
公成建設株式会社
株式会社交通建設
株式会社鴻池組
五洋建設株式会社
坂田建設株式会社
札建工業株式会社
佐藤工業株式会社
三軌建設株式会社
三幸建設工業株式会社
シーエヌ建設株式会社
 ジェイアール東海建設株式会社
清水建設株式会社
 ショーボンド建設株式会社

新日本建設株式会社
新谷建設株式会社
西濃建設株式会社
西武建設株式会社
株式会社錢高組
仙建工業株式会社
第一建設工業株式会社
大旺新洋株式会社
大末建設株式会社
大成建設株式会社
大成ロテック株式会社
大鉄工業株式会社
大日本土木株式会社
大豊建設株式会社
髙松建設株式会社
株式会社竹中工務店
株式会社竹中土木
多田建設株式会社
株式会社田中組
田辺建設株式会社
 ＴＳＵＣＨＩＹＡ株式会社

鉄建建設株式会社
東亜建設工業株式会社
東亜道路工業株式会社
東急建設株式会社
東鉄工業株式会社
東洋建設株式会社
徳倉建設株式会社

戸田建設株式会社
飛島建設株式会社
 株式会社巴コーポレーション
 株式会社ナカノフドー建設

株式会社中山組
奈良建設株式会社
南海辰村建設株式会社
西松建設株式会社
日特建設株式会社
株式会社ＮＩＰＰＯ
日本道路株式会社
日本国土開発株式会社
株式会社ノバック
萩原建設工業株式会社
株式会社橋本店
 株式会社長谷工コーポレーション
株式会社ハンシン建設
株式会社ピーエス三菱
株式会社久本組
菱中建設株式会社
 深田サルベージ建設株式会社
株式会社福田組
株式会社藤木工務店
不二建設株式会社
株式会社冨士工
株式会社フジタ
株式会社不動テトラ
株式会社北都組
株式会社本間組
前田建設工業株式会社
前田道路株式会社
株式会社増岡組
松井建設株式会社
松尾建設株式会社
株式会社松尾工務店
株式会社松村組
松本建設株式会社
馬淵建設株式会社
丸磯建設株式会社
丸彦渡辺建設株式会社
株式会社丸山工務所

三井住友建設株式会社
宮坂建設工業株式会社
 宮地エンジニアリング株式会社
 みらい建設工業株式会社

村本建設株式会社
名工建設株式会社
株式会社森組
株式会社森本組
株式会社守谷商会
矢作建設工業株式会社
株式会社ヤマウラ
株式会社山田組
ユニオン建設株式会社
株式会社横河ブリッジ
吉川建設株式会社
株式会社吉田組
寄神建設株式会社
ライト工業株式会社
 りんかい日産建設株式会社

若築建設株式会社

団体会員
一般社団法人日本道路建設業協会

一般社団法人海外建設協会
一般社団法人土地改良建設協会
一般社団法人日本埋立浚渫協会
一般財団法人日本ダム協会

特別会員
 オーバーシーズ・ベクテル・イン
コーポレーテッド
フルーア・ダニエル・ジャパン株式
会社
 レンドリース・ジャパン株式会社
 JFEエンジニアリング株式会社
 日鉄エンジニアリング株式会社
日立造船株式会社
 三井住友建設鉄構エンジニアリン
グ株式会社

全国の支部

関東支部

東北支部
北陸支部

中部支部

関西支部
四国支部

九州支部

中国支部

北海道支部

キャッチフレーズ

確かなものを　地球と未来に
ものづくり産業としての建設業が、その技術力により提供する建築物や構造物を「確かな

もの」とし、それが地球規模で未来への礎になることを「地球と未来に」で表現しました。

目的
全国的に総合建設業を営む企業及びそれらを構成員とする建設業者団体が連合し、建設業

に係る諸制度をはじめ建設産業における内外にわたる基本的な諸問題の解決に取り組むととも
に、建設業に関する技術の進歩と経営の改善を推進することにより、わが国建設産業の健全な
発展を図り、もって国民生活と産業活動の基盤の充実に寄与することを目的としています。

 7： 建設工事の入札・契約制度に関す
る調査研究及び関係機関への意見
具申を行うこと。

 8： 建設市場や企業経営の動向など建
設業に係る産業経済上の諸課題に
関して、統計の作製・関連資料の
収集、分析を行うこと。

 9： 建設技術者及び技能者の確保・育
成に向けた活動を行うこと。

10： 適切な企業行動の実践推進に向け
た会員の取組みを支援するための
活動を行うこと。

11： 良質な社会資本または優秀な建築
物等に対する顕彰活動を行うこと。

12： その他本会の目的を達成するため
に必要な事業を行うこと。

1： 建設事業の遂行に関する諸制度や建
設産業における内外にわたる基本的
な諸課題について、調査研究及び関
係機関への意見具申を行うこと。

2： 建設業や本会の事業活動に関する広報
活動を行うとともに、国の内外の産業
経済団体と緊密に連携すること。

3： 国民生活と産業活動の基盤整備に関
する調査研究並びにその推進のため
の提言及び意見具申を行うこと。

4： 建設技術に関する調査研究及びその
普及促進のための活動を行うこと。

5： 建設工事に係る安全対策を推進する
こと。

6： 建設業に関連する環境問題について
の調査研究、提言及び対策の推進を
行うこと。

事業
上記目的を達成するため、以下の事業を行っています。

ロゴマーク
デザインコンセプト
● 生活や経済活動が展開される空間を地球

をイメージする球体で表現
● 曲線的に広がる複数のラインは、鉄道や

道路などのインフラを象徴
● 直線的にそびえたつスクエアの造形は建

築を象徴
● 二つの象徴を球体にバランスよく配置す

ることで未来への健全な発展を表現

確
か
な
も
の
を 

地
球
と
未
来
に

日
建
連
と
は

10
周
年
を
迎
え
て

第
１
章
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社会動向

国の動き

日建連の動き

2011
平成23年

2012
平成24年

2013
平成25年

三
月

東
日
本
大
震
災

二
月

「
復
興
庁
」発
足

八
月

「
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」「
消
費
増
税
法
」

成
立九

月

「
エ
コ
ま
ち
法
」成
立

五
月

国
内
原
発
の
稼
働
を
す
べ
て
停
止

九
月

尖
閣
諸
島
を
国
有
化

十
一
月

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
再
選

七
〜
九
月

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

六
月

富
士
山
世
界
遺
産
登
録

九
月

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定

四
月

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共

土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事

の
国
等
に
よ
る
代
行
に
関
す
る
法
律
」成
立

八
月

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
」成
立

六
月

「
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
」成
立

「
国
土
交
通
省
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
」

設
置

二
月

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
防
災
・
減
災
・
応
急
対
策
へ
の
教
訓

　〜
証
言
で
た
ど
る
東
日
本
大
震
災
〜
」発
行

●「
け
ん
せ
つ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
」開
催

●「
復
旧
・
復
興
特
別
委
員
会
」

　「
電
力
対
策
特
別
委
員
会
」設
置

九
月

●「
防
災
フ
ェ
ア
2
0
1
3
」出
展

六
月

●「
省
燃
費
運
転
D
V
D
」改
訂

十
二
月

●「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
1
」出
展

十
月

円
高
が
戦
後
最
高
値
を
更
新

七
月

サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

初
優
勝

十
二
月

笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故

十
二
月

第
二
次
安
倍
内
閣
発
足

十
月

平
成
二
十
五
年
台
風
二
六
号

（
伊
豆
大
島
土
砂
災
害
）

十
二
月

「
特
定
秘
密
保
護
法
」成
立

●：災害対応　●：担い手確保　●：女性の活躍推進　●：生産性向上　●：環境　●：その他

四
月

三
団
体
合
併

　日
建
連
発
足

三
月

「
日
建
連
建
築
宣
言
」発
表

四
月

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
」引
き
上
げ

「
再
生
医
療
推
進
法
」成
立

六
月

「
三
本
の
矢
」を
軸
と
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
発
表

八
月

「
第
一
回 

建
設
産
業
戦
略
的
広
報
推
進
協
議
会
」

開
催 三

月

「
建
設
産
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」発
表

五
月

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」成
立

五
月

●
広
報
誌「
A
C
e  

建
設
業
界
」

　創
刊

P
.1
1
8

九
月

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　「確
か
な
も
の
を
地
球
と
未
来
に
」発
行

四
月

●「
社
会
保
険
加
入
促
進
計
画
」策
定

P
.4
0

七
月

●「
労
務
賃
金
等
改
善
推
進
要
綱
」発
表

●「
イ
ン
フ
ラ
大
更
新
時
代
に
向
け
た
戦
略
的
対
応
」と
り
ま
と
め

P
.4
0

十
二
月

●「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
3
」出
展

P
.1
0
4

P
.2
7

P
.1
1
9

P
.9
4

四
月

「
一
般
社
団
法
人
」移
行

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
建
設
工
事
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
事
例
集
」発
行

五
月

●
学
生
向
け
情
報
誌「
A
C
e 

F
O
R 

S
T
U
D
E
N
T
S
」創
刊

P
.1
1
9

十
二
月

●「
イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会
」

　「住
宅
委
員
会
」設
置

●「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
2
」出
展

P
.1
0
4

P
.1
0
4

三
月

●「
新
日
建
連
緊
急
災
害
対
策
本
部
」設
置

P
.2
6

「社会動向」「国の動き」写真提供：共同通信イメージズ

未来に引き継ぐ確かなものを
― 日建連建築宣言 ―

　建築物は、そこに住まう人間を守り、活力ある生産・経済活動を支え、人々の生活 
と産業の基盤となるものです。その存在は周辺にも大きな影響を与え、集積としての
街並みは、長い時間をかけて形成されるかけがえのない社会的な資産です。
　社団法人日本建設業連合会は、建築に幅広く関わる総合建設業の立場から、 
東日本大震災から得た課題及び直面する地球環境問題等に対して建築が果たす 
べき役割を踏まえ、次の基本方針のもとに、会員企業の強い責任感と高い技術力を
結集して、次代に引き継ぐ建築・街づくりに取り組んで参ります。

基　本　方　針

１．安全・安心の建築・街づくりに貢献します
　安全・安心な建築には、人命を守るだけではなく、生活と産業、都市や地域の機能を守ると
いう観点が求められます。私たちは、災害時にも建築物の機能が維持される構造・耐震技術
の向上に努めるとともに、災害に強い街づくりの推進に向けた技術・知見の提供を通じて、ハード・
ソフト両面から建築・街づくりの安全・安心の確保に取り組みます。

２．低炭素・循環型社会の構築に貢献します
　震災後の電力需給に対応しつつ、普遍的な地球環境問題の解決を図るためには、建築物
の運用段階におけるエネルギー消費量の削減が大きな課題となります。私たちは、建築のゼロ
エネルギー化を目指して、既存建築物を含めたライフサイクルエネルギーの低減、計画段階から
耐久性と更新性を考慮した長寿命化に取り組みます。

３．世界に誇れる未来の建築文化を創造します
　群として広がりを持った建築物が地域の文化的資源として受け継がれ、住民が誇りと愛着を 
持てる街づくりが求められます。私たちは、わが国の豊かな伝統と文化を再認識し、景観だけ 
ではなく土地・地域に適した材料と建築技術を用いて、それぞれの場所に相応しい建築・ 
街づくりを推進します。

平成24年3月

東京都中央区八丁堀2-5-1 東京建設会館8階
TEL　03-3551-1118　　FAX　03-3555-2463

社団法人日本建設業連合会
JAPAN FEDERATION OF CONSTRUCTION CONTRACTORS

確かなものを 地球と未来に

建築本部

10：00 ～ 18：00 （最終日は 17：00まで）
主催：（社）産業環境管理協会、日本経済新聞社

入　場　無　料

今年も
日建連は

出展します!

東京ビッグサイト
会　場

東2ホール
小間番号 2-010

環 境 で 新 た な 豊 か さ を 創 出 す る 建 設 業

http://eco-pro.com

〒104-0032  東京都中央区八丁堀 2 丁目 5 番 1 号（東京建設会館 8 階）
電話 03-3553-0701（代表）　FAX 03-3552-2360　URL http://www.nikkenren.com

「名探偵コナン 建設FILE  環境編」
クイズに答えて

をもらおう！
青山剛昌／小学館・読売テレビ・TMS 1996

プレゼント！

 確かなものを 地球と未来に

新日建連発足記念特集号

新
日
建
連
発
足
記
念
特
集
号

新
日
建
連
発
足
記
念
特
集
号

災 害 建造物 アート

防災フェア 2013　-　災害をイマジネーションする

防災フェア2013
主催：内閣府、防災推進協議会
日時：2013年８月31日（土）～９月１日（日）
会場：六本木ヒルズ

〒104-0032　東京都中央区八丁堀 2－5－1　東京建設会館内
TEL: 03-3553-0701
http://www.nikkenren.com/

　1923（大正12）年9月1日の関東大震災から今年で90年

が経ちます。相模湾を震源とした激震は大火災、津波、土砂

災害を伴い、東京、神奈川、千葉、埼玉、静岡などを襲いまし

た。死者行方不明者は約10万5千人、全壊全焼流出家屋は

約37万棟にのぼり、電気・水道・道路・鉄道などのインフラ

にも甚大な被害が生じました。近代化が進み出した都市

は、一日にして廃墟と化してしまったのです。

　本展示は、関東大震災をはじめとする過去の大災害の被

害や教訓を辿ったものです。インターネットやテレビ、写

真のない時代、被災体験は様々な形で「絵（アート）」に描か

れ、その記憶が継承されました。そこには同じような被害

を繰り返さないよう、後世への教訓が込められています。

　私たちの国土は暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、

噴火などの自然災害と隣り合わせにあります。近年では特

に首都直下地震や東海・東南海地震、南海地震などの巨大

地震の発生が危惧され、その被害は関東大震災や阪神淡路

大震災、東日本大震災をも上回る可能性が想定されていま

す。こうした災害の危険性を知るためには過去の類似する

大災害から教訓を得ることが必要です。教訓が描かれた

「絵（アート）」を見直すことで、これから起こるであろう災

害が引き起こす被害を「想像」していただき、減災に導くヒ

ントとしていただければ幸いです。

描かれた
災害の記憶

描かれた
災害の記憶

Disaster

ART
Exhibition

Disaster ART Exhibition

D isasterrr

Exhibition

時
代
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
建
連

日
建
連
の
あ
ゆ
み
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社会動向

国の動き

日建連の動き

2014
平成26年

2015
平成27年

2016
平成28年

四
月

消
費
税
が
八
％
に
増
税

八
月

平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨

（
広
島
市
土
砂
被
害
）

九
月

御
嶽
山
噴
火

三
月

原
発
五
基
（
敦
賀
原
発
一
号
機
・
美
浜
原
発
一・

二
号
機
・
島
根
原
発
一
号
機
・
玄
海
原
発
一
号

機
）廃
炉
が
決
定

二
〜
三
月

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

七
月

「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」成
立

三
月

生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

五
月

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
ｓ
）推
進
本

部
」設
置

九
月

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」開
催

十
二
月

「
建
設
職
人
基
本
法
」成
立

九
月

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
推
進
法
」成
立

十
月

「
一
億
総
活
躍
推
進
室
」設
置

十
月

T
P
P（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）

が
大
筋
合
意

四
月

熊
本
地
震

一
月

日
銀
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
採
用
の
発
表

八
月

天
皇
陛
下
が
生
前
退
位
を

表
明 八

月
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
が
再
稼
働

原
発
稼
働
ゼ
ロ
状
態
が
二
年
ぶ
り
に
解
消

八
〜
九
月

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

十
一
月

パ
リ
協
定
が
発
効

六
月

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」成
立

八
月

「
も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
建
設
業
行
動
計
画
」

を
国
土
交
通
省
と
建
設
業
五
団
体
が
共
同
で
策
定

八
月

「
女
性
活
躍
推
進
法
」成
立

十
一
月

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
」成
立

五
月

「
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
法
」成
立

「
担
い
手
三
法
」改
正
法
案
成
立

一
月

●「
け
ん
せ
つ
小
町
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
披
露

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
建
設
業
の
環
境
へ
の
取
組
み
」発
行

十
一
月

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

●：災害対応　●：担い手確保　●：女性の活躍推進　●：生産性向上　●：環境　●：その他

三
月

建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
発
表

二
月

●「
省
燃
費
運
転
研
修
会
」開
催

P
.1
0
5

三
月

●「
女
性
技
能
労
働
者
活
用
方
策
」

　「
女
性
技
能
労
働
者
活
用
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」発
表

P
.1
0
4

四
月

●「
け
ん
せ
つ
小
町
委
員
会
」設
置

　「『
け
ん
せ
つ
小
町
』が
働
き
や
す
い
現
場
環
境
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
」発
表

P
.5
0

P
.4
2

一
月

●「
な
で
し
こ
工
事
チ
ー
ム
」の
名
称
を

　「
け
ん
せ
つ
小
町
工
事
チ
ー
ム
」に
変
更

P
.5
0

八
月

●「
も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
建
設
業
を
目
指
し
て
|
日
建
連
の
決
意
|
」発
表

　「
な
で
し
こ
工
事
チ
ー
ム
」の
登
録
制
度
開
始

四
月

●「
建
設
技
能
者
の
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す
る
提
言
」発
表

P
.4
1

九
月

●
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
除
染
へ
の
取
り
組
み
|
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
|
」発
行

P
.3
7

九
月

●「
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
省
燃
費
運
転
研
修
会
」開
催

二
月

●「
建
設
B
C
P
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
第
4
版
）」発
行

P
.1
1
4

三
月

●「
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
推
進
表
彰
式
」開
催

P
.5
1

四
月

●「
生
産
性
向
上
推
進
要
綱
」を
発
表

P
.6
4

五
月

●「
建
築
工
事
適
正
工
期
算
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」発
売

P
.6
3

七
月

●
国
土
交
通
省
に
対
し
て「
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
要
望
書
」提
出

十
二
月

●「
生
産
性
向
上
推
進
本
部
」設
置

P
.6
4

十
月

●「
け
ん
せ
つ
小
町
」愛
称
発
表

十
一
月

●「
建
設
業
へ
の
女
性
の
入
職
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
」制
作

七
月

●「
C
C
U
S
推
進
本
部
」設
置
　

●「
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
現
場
見
学
会
」開
催

P
.5
2

P
.4
4

九
月

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
ｓ
）を
採
択

六
月

選
挙
権
が
一
八
歳
に
引
き
下
げ
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周
年
を
迎
え
て
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社会動向

国の動き

日建連の動き

2018
平成30年

2019
平成31年／令和元年

2020
令和2年

2017
平成29年

三
月

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」策
定

四
月

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
支
援
事
業
」創
設

六
月

「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
」成
立

七
月

「
建
設
産
業
政
策 

2
0
1
7
＋
1
0
」
策
定

「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
協
議
会
」

開
催

七
月

平
成
二
十
九
年

七
月
九
州
北
部

豪
雨

核
兵
器
禁
止
条
約

を
採
択

一
月

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
就
任

六
月

大
阪
府
北
部
地
震

七
月

西
日
本
豪
雨

四
月

新
元
号
発
表

一
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
日
本
国
内
で
初
の
感
染
者

二
月

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
本
方
針
」

発
表八

月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
新
た
な
方
針
発
表

十
月

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
日
本
全
体
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
表
明

七
月

G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

九
月

北
海
道
胆
振

東
部
地
震

二
〜
三
月

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

八
月

令
和
元
年
九
州
北
部
豪
雨

九
月

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風

（
台
風
一
五
号
）

十
月

令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
台
風
一
九
号
）

九
〜
十
一
月

日
本
で
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催

五
月

「
建
築
設
計
業
務
委
託
の
進
め
方
」を
発
表

「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」成
立

六
月

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」成
立

三
月

国
土
交
通
省
土
木
工
事
・
業
務
の
積
算
基
準
等
の
改
定

七
月

「
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
整
備
法（
I
R
実
施
法
）」

成
立三

月
建
設
業
法
改
正
法
案
閣
議
決
定

六
月

建
設
業
法
お
よ
び
入
契
法
の
一
部
を
改
正

「
新
・
担
い
手
三
法
」成
立

十
二
月

「
S
D
G
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

策
定

七
月

令
和
二
年
七
月
豪
雨（
九
州
球
磨
川
氾
濫
）

二
月

●「
け
ん
せ
つ
小
町
フ
ォ
ー
ラ
ム
＠
広
島
」開
催

●：災害対応　●：担い手確保　●：女性の活躍推進　●：生産性向上　●：環境　●：その他

三
月

●「
週
休
二
日
推
進
本
部
」設
置

●「
下
請
取
引
適
正
化
と
適
正
な
受
注
活
動
の
徹
底
に
向
け
た

　
自
主
行
動
計
画
」策
定

P
.5
8

九
月

●「
働
き
方
改
革
四
点
セ
ッ
ト
」策
定

十
月

●「
日
建
連 

生
物
多
様
性
行
動
指
針
」策
定

P
.1
0
7

十
一
月

●「
快
適
職
場
認
定
制
度
」創
設

●
市
民
現
場
見
学
会
が
三
〇
〇
万
人
達
成

P
.1
2
0

P
.5
8

十
二
月

●「
週
休
二
日
実
現
行
動
計
画
」策
定

●「
C
C
U
S
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」発
表

P
.4
5

一
月

●
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
限
定
運
用
開
始

P
.4
5

三
月

●「
下
請
取
引
適
正
化
と
適
正
な
受
注
活
動
の

　
徹
底
に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
」策
定

P
.5
7

四
月

●
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
本
運
用
開
始

P
.4
5

三
月

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
決
定

四
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
緊
急

事
態
宣
言
発
出

九
月

安
倍
総
理
退
陣

菅
内
閣
発
足

九
月

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　「
週
休
二
日
が
つ
く
る
建
設
業
の
未
来
」発
行

P
.5
8

四
月

●「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
室
」

　
設
置

P
.1
2
2

十
一
月

●「
ス
ケ
ッ
チ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」事
例
紹
介
動
画
公
開

七
月

●「
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
手
引
き
2
0
1
9
」公
開

P
.7
0

十
月

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
週
休
二
日
特
設
ペ
ー
ジ
」新
設

九
月

●「
労
務
費
見
積
り
尊
重
宣
言
」公
表

●
D
V
D「
建
設
工
事
現
場
の
交
通
安
全
対
策
」発
行

P
.5
1

十
一
月

二
〇
二
五
年
に
大
阪
・
関
西
で
の

国
際
博
覧
会
の
開
催
が
決
定

10
周
年
を
迎
え
て

第
１
章

日
建
連
の
あ
ゆ
み
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 発足から10年を経て踏み出す、新たな一歩。

人と自然と文化とともに。
会長・土木本部長・建築本部長による鼎談

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
後
、
設
備
投
資
の
急
激
な
減
少
に
伴

い
、
民
間
需
要
で
は
先
行
き
不
透
明
感

が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
し
、
公
共
事
業

予
算
の
方
も
大
き
く
削
減
さ
れ
て
い
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、団

体
と
し
て
の
諸
活
動
を
強
力
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
国
民
の
信
頼
を
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め
の
選
択
と
し
て
、
三
団

体
の
合
併
は
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
。

土
工
協
は
も
と
も
と
、
一
九
四
九
年

四
月
に
、
戦
後
の
土
木
復
興
事
業
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
土
木
建
設
業
界
の
中

核
団
体
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
の
推

進
を
は
じ
め
と
し
た
諸
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
九

年
の
日
本
電
力
建
設
業
協
会
、
日
本
鉄

道
建
設
業
協
会
、
日
本
海
洋
開
発
建
設

協
会
と
の
合
併
を
経
て
、
土
工
協
の
活

動
は
新
日
建
連
の
土
木
本
部
に
継
承
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
国
交
省
の
各
地
方
整

備
局
等
と
の
共
催
に
よ
る
「
公
共
工
事

の
諸
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
で

は
、
土
工
協
時
代
か
ら
入
札
・
契
約
制

度
の
改
善
等
、
様
々
な
議
論
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
新
日
建
連
に
な
っ
て
か

ら
も
、
更
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
官
民
が
様
々
な
問
題
点
に

つ
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
解
決
し

て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
議
論
し

て
い
ま
す
が
、
当
初
は
な
か
な
か
「
議

論
」
と
い
う
も
の
に
な
ら
ず
、
ど
ち
ら

か
の
一
方
通
行
で
終
わ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近

年
は
担
い
手
不
足
な
ど
、
建
設
業
の
将

来
を
見
据
え
た
課
題
を
テ
ー
マ
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
議
論
が
噛
み

合
い
、
深
ま
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
担
い
手

三
法
※

の
制
定
や
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
等
、
国
交
省
か
ら
建

設
技
能
者
の
処
遇
改
善
へ
の
後
押
し
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
土
木
・
建
築
一
体
と
な
っ
た

処
遇
改
善
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

押
味
本
部
長

三
団
体
合
併
の
意
義

日
建
連
会
員
企
業
は
土
木
専
業
、
建

築
専
業
が
少
な
く
、
土
木
・
建
築
両
方

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
か
つ
て
三
団
体
で
毎
月
行
わ

れ
て
い
た
理
事
会
も
重
複
す
る
議
題
が

多
く
、
合
理
化
す
る
こ
と
は
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
し
た
。
先
程
山
内
会
長
と

宮
本
本
部
長
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
よ
う
に
、
団
体
と
し
て
の
活
動
を
強

化
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
が
一
致
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

合
併
前
の
Ｂ
Ｃ
Ｓ
は
一
九
五
九
年
四

月
に
任
意
団
体
で
あ
っ
た
建
築
業
協
会

を
引
き
継
ぎ
、
財
団
法
人
と
し
て
設
立

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
建
築
分
野
を

担
う
総
合
建
設
会
社
に
よ
る
唯
一
の
業

界
団
体
と
し
て
、
建
築
技
術
の
進
歩
向

上
と
建
築
文
化
の
創
造
等
を
目
的
と
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
は
国
内
の
優
良

な
建
築
物
の
建
築
主
・
設
計
者
・
施

工
者
を
顕
彰
す
る
表
彰
制
度
と
し
て

一
九
六
〇
年
に
始
ま
り
、
新
日
建
連
発

足
後
も
名
称
を
変
え
る
こ
と
な
く
継
続

し
て
い
ま
す
。
建
築
主
・
設
計
者
・
施
工

者
を
「
三
位
一
体
」
で
表
彰
す
る
な
ど
、

基
本
的
な
精
神
は
設
立
以
来
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

環
境
や
社
会
貢
献
の
視
点
を
加
味
す
る

な
ど
、
進
化
も
続
け
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
の
新
日
建
連

発
足
に
つ
い
て

―
―
―
二
〇
一
一
年
四
月
、
日
本
建
設

業
団
体
連
合
会
、
日
本
土
木
工
業
協
会

（
土
工
協
）
、
建
築
業
協
会
（
Ｂ
Ｃ

Ｓ
）
の
三
団
体
が
合
併
し
、
新
た
に
日

本
建
設
業
連
合
会
（
日
建
連
）
が
発

足
し
ま
し
た
。
合
併
に
い
た
る
ま
で
に

は
、
短
い
期
間
で
合
併
の
認
可
や
会
費

調
整
・
経
費
削
減
、
運
営
体
制
の
再
編

等
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
加
え
て
発

足
直
前
の
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
な

ど
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
有
賀

長
郎
前
事
務
総
長
か
ら
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

山
内
会
長

合
併
前
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
会
長
と
し
て
の

思
い合

併
前
の
日
建
連
は
、
建
設
業
界
を

け
ん
引
す
る
代
表
的
な
産
業
団
体
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
一
九
六
七
年
十
一
月

に
設
立
さ
れ
、
以
降
、
建
設
業
の
健
全
な

発
展
に
向
け
た
様
々
な
提
言
活
動
、
人

材
確
保
・
育
成
の
推
進
、
広
報
活
動
な
ど

を
精
力
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
第
に
、
土
工

協
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
と
の
間
に
お
け
る
事
業
活

動
の
重
複
を
回
避
し
、
業
界
団
体
と
し

て
の
総
合
力
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
べ
き

と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
る
に
い
た
っ

た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
四
月
の
日

建
連
常
任
理
事
会
に
お
い
て
三
団
体
合

併
に
向
け
た
検
討
に
着
手
す
る
と
の
発

表
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
団
体
そ
れ

ぞ
れ
の
基
本
方
針
決
定
、
数
回
の
合
併

委
員
会
、
同
年
十
二
月
の
三
団
体
合
同

臨
時
総
会
、
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
の

合
併
登
記
を
経
て
、
新
日
建
連
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
合
併
前
の
Ｂ
Ｃ
Ｓ
会
長
を
務
め

て
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｓ
、
土
工
協

と
い
う
長
い
歴
史
と
多
く
の
功
績
を
重

ね
て
き
た
組
織
の
名
前
が
残
ら
な
い
寂

し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
建
築
と
土
木

を
厳
密
に
区
分
し
て
い
る
国
は
日
本
く

ら
い
で
あ
り
、
時
勢
の
変
化
も
踏
ま
え

れ
ば
三
団
体
が
合
併
す
る
の
も
自
然
の

流
れ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

の
時
期
に
合
併
を
行
い
、
国
交
省
か
ら

も
三
団
体
が
一
つ
の
団
体
と
し
て
一
致

し
た
意
見
を
述
べ
て
く
れ
る
の
は
あ
り

が
た
い
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
建
設

業
界
の
付
加
価
値
や
発
信
力
を
高
め
る

観
点
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
組
織
改

編
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
本
部
長

土
工
協
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
思
い

当
時
、
建
設
業
界
は
、
大
変
厳
し
い

経
営
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

※： 公共工事の品質確保の促進に関する法律、建設業法、公共工事の入札および契約の適正化の促進に関する法律

三団体合併により「日本建設業連合会」が発足して10年。
合併のための紆余曲折もさることながら、合併を目前に控えた2011年3月11日に発生した東日本大震災は、土木、建築の垣根
を超えて国土を守るために尽力した出来事となりました。
日建連はこの10年で得た経験を糧に、高い技術力と広い知見で生活を支え、文化を継承していく団体を目指します。そして、
未来を切り拓いていく新たな建設業界の姿を創りあげていきます。

［司会］山本 徳治（日建連 事務総長）

時
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
れ
ば

三
団
体
が
合
併
す
る
の
も
自
然
の
流
れ

会長

山内 隆司  Takashi Yamauchi
（大成建設株式会社 会長）

2011年 第1回定時総会の模様

10
周
年
を
迎
え
て

第
１
章

会
長
・
土
木
本
部
長
・
建
築
本
部
長
に
よ
る
鼎
談
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こ
の
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

は
各
社
に
お
い
て
今
に
生
か
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

押
味
本
部
長

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
会
員
企
業

の
取
組
み

電
力
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
主
に

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
事
業

の
実
施
上
の
諸
課
題
の
検
討
や
国
等

へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
被
災
し
た

方
々
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
官
民

一
体
と
な
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
事
業
は
わ
が
国
で
も
初
め
て
の
こ

と
で
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
し
た
。

先
程
山
内
会
長
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
我
々
に
と
っ
て
も
手
探
り
の
状
態

の
な
か
、
所
管
官
庁
で
あ
る
環
境
省
と

随
時
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
多
く
の
会
員
企
業
が
、

防
潮
堤
や
堤
防
の
再
構
築
、
ま
ち
づ
く

り
事
業
、
復
興
道
路
建
設
、
災
害
廃
棄

物
処
理
な
ど
に
お
い
て
初
動
か
ら
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
建
設
業

の
取
組
み
を
伝
え
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
不
安
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

の
記
憶
が
風
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
各
社
は

工
夫
を
凝
ら
し
た
情
報
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
復
興
の
進
捗
を
実
感
で
き
る

現
地
で
の
現
場
見
学
会
な
ど
も
数
多
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
規
模
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る

会
員
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
根

差
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
会
員
企

業
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
東
北
の
会

員
企
業
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
全
国
に
情
報
発
信
を
行
っ
た
結

果
、
防
災
・
減
災
の
重
要
性
や
発
災
か

ら
初
動
、
応
急
復
旧
、
本
格
復
興
に
い

た
る
ま
で
の
一
貫
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
支

え
る
建
設
業
の
役
割
に
つ
い
て
も
ご
理

解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

建
設
業
界
を
あ
げ
て
、
被
災
地
域
の

造
成
を
行
い
、
団
地
を
つ
く
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
戻
れ
る
環
境
づ
く
り
ま
で

は
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
“
ま

ち
”
の
本
当
の
復
興
に
は
い
た
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
「
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
も
の
の
本
質
的
な
企

画
力
が
試
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
が
住
め
る
と
こ
ろ
を
確

保
す
る
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
、
社
会

活
動
も
含
め
た
施
策
を
講
じ
る
段
階
に

移
行
す
る
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
業
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
一
定
の
区
切
り
を
つ
け
、

被
災
地
の
新
た
な
発
展
に
向
け
、
よ
り

機
能
的
な
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
実

現
す
る
企
画
力
を
発
揮
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
建
築
本
部
と
し
て
は
、
国
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
建
築
物
の
耐

震
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
題
提
起
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成

と
な
る
の
が
二
〇
一
二
年
の
「
日
建
連

建
築
宣
言
」
で
す
。
こ
の
建
築
宣
言
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
課
題
、
直
面

す
る
地
球
環
境
問
題
、
未
来
に
向
け
た

文
化
の
継
承
に
対
し
て
建
築
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
た
建

築
本
部
の
基
本
方
針
で
す
。
東
日
本
大

震
災
以
降
も
多
く
の
災
害
が
全
国
各
地

で
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
・
安
心
な
毎
日
が
過
ご
せ
る

よ
う
、
各
企
業
の
経
験
を
次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
担

い
手
の
確
保・育
成
、建
設
業
の

働
き
方
改
革
、生
産
性
向
上

―
―
―
多
年
に
お
よ
ぶ
デ
フ
レ
経
済
の

影
響
や
建
設
産
業
そ
の
も
の
の
脆
弱
化

な
ど
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
長
期
的
に
捉
え
、
今
後
の
活
動
を
更

に
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

日
建
連
で
は
、
二
〇
一
五
年
に
「
再
生

と
進
化
に
向
け
て
ー
建
設
業
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
ー
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
建
設
技
能
者
の
高
齢
化

に
伴
う
団
塊
世
代
を
中
心
と
し
た
大
量

離
職
、
そ
し
て
処
遇
の
低
下
な
ど
、
将

来
の
担
い
手
不
足
に
結
び
付
き
か
ね
な

い
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
具
体
的
施
策

を
示
し
て
い
ま
す
。

し
、
一
致
団
結
し
て
復
旧
・
復
興
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宮
本
本
部
長

復
旧
・
復
興
へ
の
日
建
連
の
取
組
み

震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
二
〇
一
二

年
二
月
に
復
興
庁
が
設
立
さ
れ
る
と
、

復
旧
・
復
興
へ
の
政
府
の
取
組
み
が
一
気

に
加
速
さ
れ
ま
し
た
。
日
建
連
は
こ
う

し
た
動
き
に
対
応
す
る
た
め
、
「
復
旧
・

復
興
対
策
特
別
委
員
会
」
と
「
電
力
対

策
特
別
委
員
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、

総
合
的
な
視
野
に
立
っ
て
諸
課
題
に
対

処
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
の
役

割
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
会
員
各
社

が
復
旧
・
復
興
工
事
や
災
害
廃
棄
物
処

理
を
進
め
る
な
か
で
生
じ
る
様
々
な
課

題
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
吸
い
上
げ
、
国
や

自
治
体
に
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
損
傷

し
た
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
復
旧
に
お
い

て
、
再
び
被
害
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
ま
た
防
災
施
設
の
強
化
や
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に

多
く
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
で
大
規
模
な
嵩
上
げ
や
高
台
移

転
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
最

大
の
現
場
と
な
っ
た
の
は
岩
手
県
陸
前

高
田
市
で
す
。
市
街
地
の
大
部
分
が
津

波
で
流
さ
れ
て
、
一
、七
〇
〇
人
以
上

の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
た
地
域
で

す
。
こ
の
地
の
山
を
切
り
崩
し
、
一
二
㍍

の
盛
土
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

一
日
で
一
〇
㌧
ダ
ン
プ
四
、〇
〇
〇
台
に

も
な
る
土
量
を
運
搬
す
る
と
い
う
一
大

事
業
で
し
た
。

復
興
事
業
は
東
北
各
地
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
確
保

や
通
行
の
た
め
の
道
路
整
備
、
排
出
ガ

ス
の
環
境
配
慮
、
短
工
期
と
い
う
難
題

を
克
服
す
る
た
め
に
、
山
か
ら
運
び
出

し
た
土
を
仮
置
き
場
ま
で
運
搬
す
る
手

段
と
し
て
、
約
三
㌔
㍍
の
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
風
景
は

あ
ち
こ
ち
の
メ
デ
ィ
ア
で
陸
前
高
田
の

一
本
松
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
技
術
は
、
現
在
、
東
京
外

環
自
動
車
道
の
工
事
で
も
活
用
さ
れ
て

い
て
、
掘
削
し
て
排
出
さ
れ
る
土
を
、

中
央
分
離
帯
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
を
使
っ
て
搬
出
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
通
じ
た

建
設
業
の
役
割
と
使
命

―
―
―
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
広
域
か
つ
甚

大
な
被
害
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
多
く

の
イ
ン
フ
ラ
が
被
害
を
受
け
、
ま
た
福

島
第
一
原
発
事
故
も
発
生
し
、
国
民
の

安
全
・
安
心
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
国
土
強
靱
化
へ
の
意

識
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
多
く
の
災
害

に
対
し
て
も
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
東
日

本
大
震
災
を
通
じ
て
、
建
設
業
の
役
割

と
使
命
の
捉
え
方
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

山
内
会
長

震
災
発
生
直
後
の
日
建
連
の
対
応

東
日
本
大
震
災
は
我
々
建
設
業
が
果

た
す
べ
き
社
会
的
な
役
割
を
改
め
て
認

識
す
る
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
が
失
っ
た
生
活
を
ど
の
よ
う

に
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
日
々
で
し
た
。

新
日
建
連
発
足
に
先
立
ち
、
国
、
地

方
公
共
団
体
等
と
の
緊
密
な
連
携
の

下
、
災
害
救
援
、
応
急
復
旧
等
の
支
援

活
動
を
行
う
「
新
日
建
連
緊
急
災
害
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
実
質

的
に
は
こ
れ
が
新
日
建
連
と
し
て
の
目

に
見
え
る
形
で
の
活
動
の
第
一
号
と
な

り
ま
し
た
。

対
策
本
部
が
ま
ず
行
っ
た
の
が
復
旧

支
援
で
す
。
東
北
地
方
整
備
局
お
よ
び

自
治
体
と
締
結
し
た
災
害
協
定
に
基
づ

き
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
被
災
者
支
援
に
必
要
な
物
資
や
資

機
材
等
の
調
達
、
運
搬
、
受
渡
し
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
震
災
か
ら
約

一
カ
月
後
の
四
月
十
五
日
、
日
建
連
は

今
後
の
復
興
を
強
力
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
「
東
日
本
大
震
災
に
係

る
被
災
地
域
の
復
興
に
関
す
る
提
言
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
へ
の
取
組
み
は
、
最
初

は
い
ろ
い
ろ
と
手
探
り
の
こ
と
が
多

く
、
二
次
災
害
の
危
険
も
切
迫
す
る
な

か
、
建
設
業
界
が
最
も
先
行
し
て
被
災

地
に
入
り
、
が
れ
き
や
倒
壊
し
た
建
物

等
の
撤
去
に
着
手
し
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。
特
に
除
染
に
つ
い
て
は
環

境
省
が
担
当
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
初

は
誰
も
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
た

め
発
注
業
務
そ
の
も
の
の
混
乱
も
あ
っ

た
う
え
、
「
そ
も
そ
も
除
染
作
業
は
建

設
業
界
が
担
う
べ
き
業
務
な
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
疑
問
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
除
染
に
求
め
ら
れ
る
動
員
力
を

考
え
る
と
建
設
業
し
か
な
い
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
は
や
ら
ね
ば

と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
作
業
が
始
ま
る
と
、
建
設
業

の
強
み
で
あ
る
発
注
者
お
よ
び
協
力
会

社
と
の
緊
密
な
連
携
力
が
随
所
で
機
能

復興のための整備が進む岩手県陸前高田市

東
日
本
大
震
災
の
経
験
は

各
社
に
お
い
て
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る

副会長・土木本部長

宮本 洋一  Yoichi Miyamoto
（清水建設株式会社 会長）

10
周
年
を
迎
え
て

第
１
章

会
長
・
土
木
本
部
長
・
建
築
本
部
長
に
よ
る
鼎
談
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る
国
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
本
本
部
長

担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

生
産
性
向
上

担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
関
し
て
特

筆
す
べ
き
こ
と
は
、
「
け
ん
せ
つ
小

町
」
の
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
け
ん
せ

つ
小
町
は
、
建
設
業
で
活
躍
す
る
女
性

の
愛
称
と
し
て
日
建
連
が
制
定
し
、

最
近
は
か
な
り
定
着
し
て
き
た
よ
う

で
す
。
政
府
全
体
で
女
性
活
躍
推
進
に

向
け
た
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
る
な

か
、
二
〇
一
四
年
八
月
に
国
交
省
と
建

設
業
五
団
体
に
よ
る
「
も
っ
と
女
性
が

活
躍
で
き
る
建
設
業
行
動
計
画
」
と
日

建
連
独
自
の
「
も
っ
と
女
性
が
活
躍
で

き
る
建
設
業
を
目
指
し
て
―
―
日
建
連

の
決
意
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
社
で
こ
れ
ら
の
指
針
に
基
づ
く

活
動
を
推
進
し
た
結
果
、
建
設
現
場
で

活
躍
す
る
女
性
が
か
な
り
増
え
て
き
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
も

取
り
入
れ
、
女
性
だ
け
で
は
な
く
多
様

な
担
い
手
を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
建
設
業
は
女
性
が
働
き

や
す
い
職
場
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
時
代
が
流
れ
、
今
は
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
は

女
性
を
受
け
入
れ
る
側
の
意
識
改
革
な

ど
、
様
々
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
女

性
活
躍
推
進
の
最
大
の
課
題
は
、
こ
の

「
ど
う
意
識
を
変
え
る
か
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

L
G
B
T
や
外
国
人
労
働
者
に
つ
い

て
も
同
じ
で
す
。
多
数
か
少
数
か
と
い

う
数
の
話
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
と
人
権
を
尊
重
し
、
技
術
の
取

得
な
ど
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
、
働
い

て
も
ら
う
と
い
う
意
識
が
重
要
で
す
。

こ
う
い
っ
た
担
い
手
の
確
保
に

加
え
て
、
省
人
化
が
見
込
ま
れ
る

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
も
、
i
ー

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の
推
進

や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
導
入
に
加
え
、
新

技
術
の
活
用
や
書
類
の
簡
素
化
な
ど
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
日
建
連
と
し
て

も
国
交
省
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

押
味
本
部
長

働
き
方
改
革

日
建
連
は
こ
れ
ま
で
担
い
手
確
保
の

観
点
か
ら
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
と
に
か
く
人
が
入
っ
て
こ
な
け
れ

ば
、
建
設
業
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

若
い
人
た
ち
に
夢
中
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。
建
設
技
能
者
あ
っ
て
こ
そ

の
建
設
業
な
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
が

我
々
の
使
命
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

建
設
現
場
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T

技
術
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
生
産

性
向
上
、
省
人
化
と
い
う
側
面
も
大
事

で
す
が
、
先
端
的
な
技
術
の
活
用
を
通

じ
て
、
若
い
人
た
ち
が
建
設
業
界
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
た

ち
に
、
建
設
業
界
の
未
来
を
一
緒
に
作

り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環

境
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

働
き
方
に
つ
い
て
も
、
若
い
人
た

ち
に
魅
力
あ
る
業
界
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
変
革
が
必
要
で
す
。

二
〇
一
七
年
三
月
に
政
府
が
ま
と
め

デ
ー
タ
も
簡
便
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

製
造
業
の
工
場
労
働
者
は
一
つ
の
企

業
が
そ
の
労
務
や
ス
キ
ル
を
管
理
し
て

い
ま
す
が
、
建
設
技
能
者
は
、
日
々
、

様
々
な
企
業
の
建
設
現
場
に
従
事
す
る

特
性
上
、
労
務
賃
金
に
つ
い
て
も
、
す

べ
て
の
就
労
デ
ー
タ
に
基
づ
く
相
応
の

金
額
が
算
出
さ
れ
ず
、
職
種
ご
と
に
設

定
さ
れ
た
一
定
の
単
価
に
人
数
を
乗
じ

る
方
法
の
み
で
計
算
さ
れ
て
い
る
実
状

が
あ
り
ま
す
。
C
C
U
S
は
、
建
設
技

能
者
を
雇
用
す
る
協
力
会
社
か
ら
の
職

歴
や
免
許
・
資
格
に
見
合
っ
た
処
遇
を

実
現
す
べ
き
と
の
強
い
要
望
に
応
え
る

重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
元
請
企
業
と

協
力
会
社
が
両
輪
と
な
り
、
普
及
推
進

を
加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
三
月
、
国
交
省
に
よ
り

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
普

及
・
活
用
に
向
け
た
官
民
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
二
三

年
度
か
ら
の
「
あ
ら
ゆ
る
工
事
で
の

C
C
U
S
完
全
実
施
」
と
そ
の
道
筋
と

し
て
「
国
交
省
直
轄
工
事
に
お
け
る
義

務
化
」
や
、
「
建
退
共
と
の
連
携
」
等

が
示
さ
れ
、
ま
た
、
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五
カ
年
加
速
化

対
策
」
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体

で
の
C
C
U
S
活
用
工
事
の
一
〇
〇
％

導
入
が
目
標
に
明
記
さ
れ
る
な
ど
、
官

民
が
一
体
で
推
進
す
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
日
建
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
総
力
を
あ
げ
て
C
C
U
S

の
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
期
や
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

時
を
超
え
る
景
気
の
落
ち
込
み
が
懸
念

さ
れ
る
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
れ

ま
で
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
組
み
が

元
の
木
阿
弥
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
C
C
U
S
を
し
っ
か
り
と
軌
道
に

乗
せ
、
若
い
建
設
技
能
者
た
ち
が
こ
の

業
界
に
残
り
キ
ャ
リ
ア
を
築
き
上
げ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
特

定
技
能
外
国
人
等
の
外
国
人
労
働
者

の
C
C
U
S
登
録
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
も

C
C
U
S
の
活
用
を
通
じ
た
適
切
な
処

遇
を
実
現
し
、
日
本
で
働
け
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
選
ば
れ

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
二
〇
二
五
年

の
建
設
技
能
者
数
は
二
〇
一
四
年
よ
り

一
二
八
万
人
減
少
す
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
そ
し
て
一
〇
年
後
も
同
様
の
建
設

需
要
を
満
た
す
た
め
、
生
産
性
向
上
に

よ
る
省
人
化
三
五
万
人
、
新
規
入
職
者

九
〇
万
人
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
省
人
化
と
担
い
手
確
保

と
い
う
両
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

日
建
連
が
主
導
と
な
り
積
極
的
に
行
う

こ
と
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
内
会
長

建
設
業
界
の
現
状
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
導
入

現
在
の
建
設
技
能
者
数
は
一
九
九
七

年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
三
割
減
少
し
た

三
二
七
万
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
三
五

%
が
五
五
歳
以
上
で
、
三
〇
歳
未
満
の

割
合
は
一
一
％
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
賃
金
に

関
し
て
は
五
〇
代
半
ば
ま
で
伸
び
続
け

る
製
造
業
の
生
産
労
働
者
に
比
べ
て
、

建
設
技
能
者
は
四
〇
代
で
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
そ
の
後
右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
建
設
業

界
と
し
て
、
今
後
も
国
民
の
負
託
に
応

え
続
け
る
た
め
に
も
、
早
期
に
建
設
技

能
者
の
処
遇
改
善
を
図
り
、
若
年
層
や

女
性
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な
担
い
手

の
確
保
・
育
成
に
努
め
る
こ
と
で
業
界

全
体
の
世
代
交
代
を
円
滑
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
建
連
で

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
総
合
的
に
改
善

す
る
た
め
に
、
①
他
産
業
に
負
け
な
い

賃
金
水
準 

②
社
会
保
険
加
入
促
進 

③

休
日
の
拡
大 

④
雇
用
の
安
定 

⑤
重
層

下
請
構
造
の
改
善 

⑥
女
性
の
活
用
―

―
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
将
来
の
大
量
離
職
、
人
手
不
足
の

時
代
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
国
交
省
を
中
心
に
設
計

労
務
単
価
の
引
き
上
げ
等
を
推
進
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
建

設
技
能
者
が
戻
っ
て
く
る
兆
し
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を
更
に

加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
建
設
技
能
者
の

処
遇
改
善
や
生
産
性
向
上
の
基
礎
と
な

る
業
界
共
通
の
制
度
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
、
国
交
省
お
よ
び
関
係
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
普
及
推
進
に
注
力
し
て
い

る
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
C
C
U
S
）
」
は
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
建

設
技
能
者
に
関
し
、
就
業
履
歴
を
業
界

全
体
で
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
技
術
力

と
経
験
を
踏
ま
え
た
賃
金
が
支
払
わ
れ

る
仕
組
み
を
構
築
し
、
処
遇
改
善
や
技

能
の
研
鑽
を
促
し
、
担
い
手
確
保
や
働

き
方
改
革
を
実
現
し
て
い
く
画
期
的
な

も
の
と
い
え
ま
す
。
更
に
、
各
建
設
現

場
に
お
け
る
労
務
の
需
給
状
況
が
明
確

化
さ
れ
、
生
産
性
を
測
定
す
る
基
礎
的

けんせつ小町が活躍する建設現場

建設キャリアアップシステム（CCUS）の
ロゴマーク、パンフレット

若
い
人
た
ち
に
魅
力
あ
る
業
界
と

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
変
革
が
必
要

副会長・建築本部長

押味 至一 Yoshikazu Oshimi

（鹿島建設株式会社 社長）

CCUSカード1枚で
資格を証明！

将来は、ＣＣＵＳ
カードさえあれば、
各証明の携帯が
不要になります。
かさばって、
現場に持っていくのが
大変な資格証･受講証。

毎日310円退職金が
貯まる！

賃金が 
上がる！

仕事の
チャンスが広がる！

CCUSカードを１日１回
現場でタッチすれば、
建退共＊1の退職金が
貯まります＊2。
例えば、掛金1日310円で、1か月21日就労した場合、 
10年（120月）で約95万円の退職金が給付されます。 
＊1 ： 別途建退共への加入が必要です。
＊2 ： 令和3年度から開始します。

カードの色（技能や経
験）に応じて上昇して
いく賃金の目安づく
りが行われています。
この技能や経験を蓄積するのが、
ＣＣＵＳカードです。

国は、2023年度を目標として、
民間工事を含め全ての工事で、
ＣＣＵＳを完全実施することに
しています。
国のモデル工事や地方公共団体などの取組がすでに
始まっています。そして、ＣＣＵＳカードを持つ技能者
を多く雇う会社が有利になり、カードを持つ技能者の
働くチャンスが増えます。CCUSカードを持つことが
業界のスタンダードになります。

CCUSカードを
今すぐ手に入れよう！
CCUSカードを
今すぐ手に入れよう！

こんなに

お得っ！
こんなに

お得っ！

賃金

技能
・

経験

～技能者
登録のご

案内～

～技能者
登録のご

案内～

今のうちに

作っちゃお！

技能者の
皆さん

　持って
いますか

？技能者の
皆さん

　持って
いますか

？

▲実際の運
用シーン

① インターネット

② 認定登録機関での申請

※お近く
の認定登

録機関は
、

CCUSホ
ームペー

ジでご確
認くださ

い。

③ 事業者による代行申請

※代行申
請につい

ては、所
属会社に

お問い合
わせくだ

さい。

東京都港区虎ノ門4丁目2番12号

虎ノ門4丁目MTビル2号館

Web：

2020年9月改訂

https://www.ccus.jp/

申請方法
は３通り！

申請から
利用まで

カンタン
手続き！

3ステップ

申請から
利用まで

カンタン
手続き！

3ステップ

（建設キャリアアップシステム事業本部）

カード
建設キ

ャリア
アップ

システ
ム

STEP

１

現場ごと
に置かれ

た

カードリー
ダーなど

で、

履歴を蓄
積！

STEP

3

カードが
手元に届

く！STEP

2

▶カードは10年間有効

▶資格と経歴が蓄積される

▶経験と技能の向上がカードの色に反映

パソコンなら「CCUS 技能者申請」で検索。

スマホ・タブレットからは

QRコードを読込みます。

CCUS  技能者申請

https://www.ccus.jp/p/application_ginousya

Answer.1

Answer.2

Q&AQ&A

Q1.Q1. そもそも、CC
USって？

建設キャリアアップシステム

（Construction CareerUp System）の略。

技能者一人ひとりが働いた実績

や資格を登録するシステムです。

Answer.3
Q3.Q3. いつからやる

の？

もう始まっています！

毎日たくさんの技能者登録申請を受付けています。

Q2.Q2.シ
ステムに

登録され
ると

どんな意
味がある

の？

みなさんの技能や経験を正しく

評価して処遇を改善し、現場の品

質向上と作業の効率化も目指し

ています。国と建設業界が一丸と

なって推進する取組です。

お問い合わせ先

CCUSカード

申請はコ
チラから！

10
周
年
を
迎
え
て

第
１
章

会
長
・
土
木
本
部
長
・
建
築
本
部
長
に
よ
る
鼎
談
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の
よ
う
に
差
別
化
を
図
る
か
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
土
木
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
必
ず
し
も
発
注
者
、
設
計
者
と

施
工
者
の
区
分
が
明
確
で
は
な
い
こ
と

や
、
工
程
が
長
期
に
わ
た
る
と
と
も
に

関
係
者
が
非
常
に
多
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
土
木
賞
」

で
は
、
発
注
者
、
設
計
者
だ
け
で
は
な

く
、
専
門
工
事
業
者
や
建
設
業
以
外
の

企
業
等
、
施
工
プ
ロ
セ
ス
に
貢
献
し
た

多
様
な
関
係
者
を
顕
彰
対
象
と
し
ま
し

た
。
更
に
、
将
来
的
な
維
持
管
理
に
役

立
つ
工
夫
に
関
す
る
施
工
プ
ロ
セ
ス
も

含
め
て
評
価
す
る
規
定
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
日
建
連
表
彰
創
設
を

機
に
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
に
つ
い
て
も
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
評
価
項
目
の
拡
充
・

明
確
化
、
評
価
・
選
定
理
由
の
明
確
化

な
ど
を
通
じ
て
審
査
の
客
観
性
、
明

示
性
を
高
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

表
彰
対
象
者
に
つ
い
て
も
、
建
築
主
、

設
計
者
お
よ
び
施
工
者
の
相
互
の
協
力

関
係
（
三
位
一
体
）
に
お
い
て
、
主
要

な
役
割
、
深
い
関
与
、
専
門
性
に
お
け

る
不
可
欠
な
貢
献
を
し
た
者
も
対
象
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

時
代
の
要
請
や
課
題
に
対
応
し
た
新
た

な
評
価
軸
を
設
け
、
携
わ
る
関
係
者
に

と
っ
て
よ
り
魅
力
あ
る
賞
に
な
る
よ
う

永
く
継
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
我
々
建
設
業
は
、
社
会
資
本
整

備
を
生
業
と
し
て
い
ま
す
。
人
々
が
安

全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
謳
歌
し
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
を
つ
く

る
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
建
連
表
彰
を
通
じ
て
、
土
木
・
建

築
を
問
わ
ず
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と

産
業
基
盤
の
充
実
に
資
す
る
価
値
の
あ

る
構
造
物
・
作
品
を
後
世
に
残
す
こ
と

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
建

設
業
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

押
味
本
部
長

担
い
手
確
保
の
た
め
に

現
場
で
で
き
る
こ
と

二
〇
一
九
年
六
月
に
担
い
手
三
法
の

一
体
改
正
が
行
わ
れ
、
適
正
な
工
期
設

定
、
働
き
方
改
革
の
推
進
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
施
策
や
公
共
工
事
の
受

発
注
者
の
責
務
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
日
建
連
と
し
て
は
こ
の
追
い
風
も

受
け
、
新
・
担
い
手
三
法
の
主
旨
に
沿

い
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
適
正
工
期

の
確
保
、
魅
力
あ
る
現
場
づ
く
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

制
度
や
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
一

方
、
建
設
現
場
で
は
課
題
も
多
く
残
り

ま
す
。
特
に
、
重
層
下
請
構
造
の
改
善

や
日
給
月
給
の
建
設
技
能
者
の
安
定
的

な
就
業
機
会
の
確
保
な
ど
は
、
業
界
全

体
の
構
造
や
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

多
能
工
の
育
成
な
ど
、
様
々
な
挑
戦
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
も
若
い

人
た
ち
の
新
し
い
感
覚
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
は
い
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

現
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
な
い
よ

う
日
建
連
と
し
て
も
状
況
に
応
じ
て
、

迅
速
に
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
訂
な
ど
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
災
害
の
復
旧
や
対
策
の
た

す
が
、
日
本
独
特
の
気
候
風
土
や
地
理

上
の
特
性
、
更
に
は
近
年
の
異
常
気
象

を
考
え
る
と
、
G
D
P
に
対
す
る
公
共

投
資
の
比
率
だ
け
で
そ
の
多
寡
を
判
断

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
治
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
と

き
に
、
比
較
的
勾
配
の
緩
や
か
な
欧
米

の
河
川
と
、
急
峻
な
日
本
の
河
川
で

は
、
要
求
さ
れ
る
施
設
の
水
準
を
同
一

に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
頻
発

化
、
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
を
強

化
し
、
国
民
の
生
命
や
安
全
を
守
り
、

被
災
に
よ
る
経
済
損
失
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
も
、
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
取
組
み
を
継
続
し
て
強
力

に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
一
〇
年
で
数
々
の
災
害
を
経

験
す
る
と
同
時
に
、
日
本
と
い
う
自
然

災
害
と
対
峙
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
土

地
に
住
み
続
け
る
た
め
の
先
人
の
工
夫

や
知
恵
に
つ
い
て
も
数
多
く
再
認
識
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
た
め
に
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
に
必
要
な
情
報
発
信

を
継
続
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
高
度
化
・
多
様
化
す

る
社
会
か
ら
の
要
請
に
的
確
に
応
え
て

い
く
た
め
、
技
術
力
向
上
へ
の
弛
ま
ぬ

研
鑽
を
重
ね
、
確
固
た
る
産
業
基
盤
の

整
備
に
向
け
て
不
断
の
努
力
を
払
う
こ

と
は
建
設
業
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
使

命
と
言
え
ま
す
。
国
づ
く
り
に
携
わ
る

建
設
業
に
と
っ
て
、
十
分
な
施
工
余
力

を
活
か
し
、
円
滑
な
施
工
に
万
全
を
期

す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
I
C
T

の
推
進
な
ど
に
よ
る
生
産
性
向
上
を

い
っ
そ
う
追
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮
本
本
部
長

土
木
・
建
築
一
体
に
な
っ
た

日
建
連
表
彰
の
創
設

二
〇
一
九
年
九
月
、
土
木
分
野
の

「
土
木
賞
」
と
建
築
分
野
の
「
Ｂ
Ｃ
Ｓ

賞
」
に
よ
り
構
成
す
る
新
た
な
表
彰
制

度
と
し
て
「
日
建
連
表
彰
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
建
設
業
界
の
ほ
と
ん
ど
の

活
動
分
野
を
対
象
と
し
て
、
優
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
構
造
物
と
建
築
作
品

を
顕
彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
土
木

分
野
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
賞
と
、
ど

た
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
を
踏
ま

え
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
週
休
二
日

の
実
現
と
い
っ
た
働
き
方
改
革
も
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
の

短
縮
は
建
設
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
長
時
間
労
働
、
休
日
の
拡
大

等
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
建
設

現
場
に
お
け
る
四
週
八
閉
所
が
不
可
欠

で
す
。
今
ど
き
週
休
二
日
で
な
け
れ
ば

若
い
人
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
日
建
連
は
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
に

「
週
休
二
日
実
現
行
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
は
、
自
助
努

力
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
推
進
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
発
注
者
へ
の

理
解
促
進
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
「
建

築
工
事
適
正
工
期
算
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

等
を
用
い
、
発
注
者
に
週
休
二
日
を
前

提
と
し
た
工
期
設
定
の
あ
り
方
を
説
明

す
る
活
動
を
更
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
中
央
建
設
業

審
議
会
に
て
「
工
期
に
関
す
る
基
準
」

が
制
定
さ
れ
、
著
し
く
短
い
工
期
に
よ

る
契
約
の
締
結
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
業
に
猶
予
さ
れ
て
い
た
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
も
、
二
〇
二
四

年
に
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
確
実
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
建
設
業
に
つ
い
て

―
―
―
二
〇
二
〇
年
は
世
界
規
模
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
、
日
本
の
経
済
も
大
打
撃
を
受
け
ま

し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
な
ど
も
あ
り
、
経
済

は
ま
だ
ま
だ
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
す
。
一
方
で
地
震
や
大
雨
、
台
風
の

被
害
な
ど
が
全
国
的
に
発
生
し
、
建
設

業
は
国
土
強
靱
化
、
イ
ン
フ
ラ
再
生
の

た
め
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
た
め
に
日
建
連
と
し
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
べ
き
か
を
お

話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
内
会
長

社
会
資
本
整
備
の
必
要
性
と

経
済
を
下
支
え
す
る
建
設
業
の
役
割

コ
ロ
ナ
禍
で
減
速
し
て
い
る
景
気
を

下
支
え
し
、
気
候
変
動
と
の
関
連
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
近
年
の
大
規
模
災
害
に

備
え
る
う
え
で
、
必
要
か
つ
十
分
な
公

共
事
業
量
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
着
実
な
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
が

国
の
建
設
業
に
よ
る
高
い
技
術
力
と
施

工
管
理
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
前
提
と
な

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
公
共
事
業
費
は
G
D
P
に
比

べ
て
多
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

新型コロナウイルス対策を実施する建設現場の様子

事務総長

司会：山本 徳治 Tokuji Yamamoto

め
、
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
建
設
現

場
が
日
本
各
地
に
あ
り
ま
す
。
会
員
各

社
に
お
い
て
は
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
感
染
症
対
策
を
行
い
、
多
く
の
建
設

技
能
者
、
技
術
者
の
皆
さ
ん
が
建
設
現

場
で
活
躍
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
も

長
年
現
場
に
お
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
が
入
場
す
る
建
設
現
場
で
の
対
策
は

本
当
に
大
変
な
も
の
で
す
。
そ
の
尽
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
働
き
方
改
革
」
の
促
進
を
更
に
進

め
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及

な
ど
に
よ
る
処
遇
改
善
な
ど
を
け
ん
引

し
つ
つ
、
新
３
K
（
給
料
・
休
日
・
希

望
）
の
魅
力
あ
る
建
設
業
の
姿
を
発
信

し
て
、
次
世
代
の
担
い
手
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「日建連表彰」のロゴマーク

土木賞 BCS賞

10
周
年
を
迎
え
て

第
１
章

会
長
・
土
木
本
部
長
・
建
築
本
部
長
に
よ
る
鼎
談

2021




